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又
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史
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岡
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陪
〈
矯
の
枇
曾
政
策
的
施
設

を
最
初
の
段
階
&
し
主
と
し
て
財
政

E
誼
ピ
て
行
は
れ
た
が
、
一
九
二
九

年
以
後
の
弔
担
割
策
と
し
て
景
気
政
拍
車
&
し
て
申
統
制
に
後
践
し
た
む
之

は
国
家
の
費
用
品
唱
大
こ
と
に
軍
需

m
儒
の
費
金
撒
布
を
賛
し
た
が
、
此
か

迄
は
時
件
の
統
制
で
島
る
。
世
っ
て
間
市
主
投
機
正
は
依
拙
ー
と
し
て
残
る

(
米
閣
の
一
-
ユ

1
4
T
1
ル
吉
岡
際
劃
立
の
激
化
の
結
果
新
段
階
に
入
づ
て

は
此
白
雨
者
を
抑
制
し
生
産
刀
の
帝
大
央
業

m
唖
軟
を
企
図

L
股
設
の
智

大
を
目
的
と
す
る
需
踏
の
統
制
に
誕
h

明
、
市
民
に
生
旗
物
の
置
の
統
制
に
入

っ
た
。
我
闘
は
事
費
後
こ
の
需
給
の
統
制
に
入
っ
た
わ
け
で
あ
る
ロ

，占
~ 

調t

主
に
統
制
紐
碑
に
闘
す
る
主
要
問
題
に
就
い
て
。
(
一
)
統
制
控
及
白
問

題
。
統
制
波
及
由
内
的
品
掠
怯
に
閥
ナ
る
ミ
T
ぜ
ス
詑
は
組
持
主
世
の
自

由
を
惇
宣
す
る
革
を
前
提
す
る
。
こ
の
前
提
を
酷
け
ば
重
貼
的
統
制
部
可

能
で
あ
る
。
全
面
的
統
制
は
一
部
白
粗
艇
が
去
面
に
及
ぶ
と
い
」
と
と
に

な
り
易
い
。
三
一
)
岡
武
の
醐
能
。
岡
家
は
縄
問
組
織
円
単
位
(
官
業
主
消

費
)
と
し
て
は
個
別
担
済
相
地
位
に
立
口
部
、
す
べ
て
の
倒
別
組
情
を
超

え
て
各
生
産
要
素
が
岡
家
要
求
を
最
も
よ
〈
満
し
ろ
る
宇
ろ
に
統
制
す

る
巴
之
が
岡
家
由
主
髄
性
向
問
題
で
あ
る
。
会
己
鰻
神
計
算
。
之
は
車
庫

財
の
割
常
従
っ
て
そ
の
倒
格
を
如
何
に
す
る
か

m
問
題
で
あ
ら
う
。
質
物

計
算
に
は
打
ち
克
ち
が
た
さ
困
難
が
あ
る
。
現
賀
町
市
場
を
必
ず
し
も
必

要
と
せ
ぬ
が
何
等
か
の
倒
格
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
向
。
バ
ロ

1
ネ
、
=
ヲ
シ
ゲ

設
は
枇
骨
主
義
組
織
を
前
提
と
し
て
自
由
主
最
大
に
保
存
し
な
が
ら
生
産

物
倒
格
か
ら
生
産
問
情
椅
へ
の
蹄
腸
を
行
ふ
。
た
ux
曲
見
方
か
ら

+
m統

制
担
摘
を
椛
に
醐
解
し
が
た
い
。

出
席
者
。
前
向
、
泊
。
見
、
八
木
、
架
問
、
中
谷
、
佐
渡
、
穂
積
、
徳
永

白
将
、
背
山
、
出
口
、
堀
江
(
英
)
、
鈴
木
の
諸
先
生
、
青
盛
、
有
田
、

韓
方
、
井
上
‘
大
脊
、
奥
村
、
河
野
、
金
森
、
菊
地
、
木
下
、
小
泉
、

島
存
、
静
原
、
松
枝
、
一
一
一
谷
、
山
崎
申
諸
氏
。

O
曾

員

動

静
品
開
五
寸
六
巻

同
大

体
同
協



葉

報

第
五
十
六
巻

四
六
二

静
岡
腕

、

ー




